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[8] 太田順, 杉正夫, 二階堂諒, 田村雄介, 新井民夫, 佐藤洋一, 高増潔, 鈴木宏正, “人間支援型生産システムのための
自走式トレイ群の運動制御 - 第2報:複数トレイの協調動作”, 2004年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集, 
pp. 119-120 (2004).  

[7] 杉正夫, 田村雄介, 太田順, 新井民夫, 佐藤洋一, 高増潔, 鈴木宏正, “人間支援型生産システムのための自走式トレ
イ群の運動制御”, 2004年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, pp.487-488 (2004).  

[6] 田村雄介, 杉正夫, 太田順, 新井民夫, 高増潔, 鈴木宏正, 佐藤洋一, “作業者意図の理解に基づいた卓上作業支援シ
ステム”, 2004年度精密工学会春季大会学術講演会講演論文集, pp.485-486 (2004).  

[5] 田村雄介, 杉正夫, 太田順, 新井民夫, 高増潔, 鈴木宏正, 佐藤洋一, “Attentive Workbenchを用いた卓上作業の支
援”, 第16回自律分散システム・シンポジウム資料, pp.291-296 (2004).  

[4] 杉正夫, 田村雄介, 太田順, 新井民夫, 高増潔, 鈴木宏正, 佐藤洋一, “作業者配慮型生産システム - 第5報 モーショ
ントレイとエンハンストデスクを用いたシステムの実装”, 2003年度精密工学会秋季大会学術講演会講演論文集, 
p.644 (2003).  
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[3] 杉正夫, 田村雄介, 太田順, 新井民夫, 木村文彦, 高増潔, 鈴木宏正, 新誠一, 佐藤洋一, 山本晃生, “Attentive 
Workbench - 手を差し伸べる生産システム 第1報:自走式トレイ群の制御システム”, 第21回日本ロボット学会学術講
演会予稿集, 2B27 (2003).  

[2] 香月理絵, 太田順, 田村雄介, 水田貴久, 鬼頭朋見, 新井民夫, 植山剛, 西山強志, “マークを用いたロボットの物体
ハンドリング”, 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会2003講演論文集, 2A1-1F-E2 (2003).  

[1] 香月理絵, 太田順, 水田貴久, 鬼頭朋見, 新井民夫, 田村雄介, 植山剛, 西山強志, “二次元バーコード付きマークを
用いた複数物体のハンドリング”, 計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会2002講演論文集, 
pp.199-200 (2002).  

特許等 
[9] 千葉拓史, 山下淳, 沈鎭赫, ルイ笠原純ユネス, 筑紫彰太, 山川博司, 田村雄介, 永谷圭司, 淺間一, “教示画像データ
作成装置、機械学習プログラム作成装置及び管理装置”, 特開2022-152093, 特願2021-054737 

[8] 千葉拓史, 山本新吾, 山内統広, 淺間一, 山下淳, 永谷圭司, 筑紫彰太, 田村雄介, 山川博司, 藤井浩光, “対象物推定
方法、コーン指数推定システム、車両及び無人航空機”, 特開2021-196765, 特願2020-101790 

[7] 千葉拓史, 山本新吾, 山内統広, 淺間一, 山下淳, 永谷圭司, 筑紫彰太, 田村雄介, 山川博司, 藤井浩光, “含水比推定
方法、コーン指数推定方法、コーン指数推定システム、車両及び無人航空機”, 特開2021-196226, 特願2020-
101791 

[6] 山下淳, 淺間一, 永谷圭司, 田村雄介, 筑紫彰太, 藤井浩光, 森山湧志, 千葉拓史, 坂井郁也, 山本新吾, “カメラの制
御システム”, 特許7253740, 特開2021-057694, 特願2019-177329 

[5] 从飛云, 李慧敏, 童水光, 田村雄介, 島添健次, 高橋浩之, 太田順, “半値確率密度分布に基づく三次元再構成方法”, 
特許7017684, 特表2021-528627, 特願2020-546879, 国際公開番号: WO2020/238111 

[4] 水野秀哉, 藤井浩光, 筑紫彰太, 田村雄介, 永谷圭司, 山下淳, 淺間一, 山本新吾, 千葉拓史, 坂井郁也, “転倒判定装
置、転倒判定方法、およびプログラム”, 特開2020-163495, 特願2019-64293 

[3] 小松廉, 藤井浩光, 筑紫彰太, 田村雄介, 永谷圭司, 山下淳, 淺間一, 岡本浩幸, モロアレサンドロ, 山本新吾, 千葉拓
史, 坂井郁也, “俯瞰映像提示システム”, 特許7162218, 特開2020-161895, 特願2019-57052 

[2] 山下淳, 淺間一, 田村雄介, 藤井浩光, 粟島靖之, 山本新吾, 千葉拓史, 坂井郁也, “俯瞰映像提示システム”, 特許
7138856, 特開2019-213039, 特願2018-107239 

[1] 山下淳, 淺間一, 永谷圭司, 田村雄介, 藤井浩光, 粟島靖之, 山本新吾, 千葉拓史, 坂井郁也, “評価装置、評価方法、
およびプログラム”, 特開2019-209421, 特願2018-107026 

受賞 
- SI2023優秀講演賞, 第24回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 

Tu Jialin, Yusuke Tamura, Yasuhisa Hirata, “Estimation of people’s gaze targets by the mobile robot equipped with a 
360 degree camera” 

- SI2023優秀講演賞, 第24回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
中田凜太朗, 田村雄介, 平田泰久, “ハンドルにかかる荷重の時系列情報と骨格情報を用いた自転車屋外走行時の上半身の姿勢推
定” 

- 2020年度 廃炉貢献賞（優秀賞）, 日本原子力学会福島第一原子力発電所廃炉検討委員会 
田村雄介 

- 2020年度精密工学会髙城賞 
筑紫彰太, 山内統広, 田村雄介, 山川博司, 永谷圭司, 藤井浩光, 千葉拓史, 山本新吾, 茶山和博, 山下淳, 淺間一, “スペクトル画像
を用いた土質パラメータの推定に基づく建設機械の走破性判定”, 精密工学会誌 86巻12号 

- SI2018優秀講演賞, 第19回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
水野秀哉, 筑紫彰太, 藤井浩光, 田村雄介, 永谷圭司, 山下淳, 淺間一, “遠隔操作ロボット走行時における機体の姿勢変化による転
倒回避” 

- SI2016優秀講演賞, 第17回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
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小松廉, 藤井浩光, 田村雄介, 山下淳, 淺間一, “複数台のカメラとレーザ測域センサによる人工物の幾何情報を考慮した任意視点
映像生成” 

- SI2016優秀講演賞, 第17回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
粟島靖之, 小松廉, 藤井浩光, 田村雄介, 山下淳, 淺間一, “ロボット遠隔操作のための3次元測距センサを用いた俯瞰映像上での障
害物提示" 

- SI2016優秀講演賞, 第17回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
禹ハンウル, 池勇勳, 河野仁, 田村雄介, 黒田康秀, 菅野崇, 山本康典, 山下淳, 淺間一, “車線変更推定法および人工ポテンシャル
法を用いた他車の走行軌道予測” 

- Best Poster Award, 2016 International Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science 
Rin Minohara, Wen Wen, Shunsuke Hamasaki, Takaki Maeda, Qi An, Yusuke Tamura, Hiroshi Yamakawa, Atsushi 
Yamashita and Hajime Asama, “How Anticipation for the Sense of Agency Affects Readiness Potential” 

- SI2015優秀講演賞, 第16回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 
河野仁, 田村雄介, 山下淳, 淺間一, “ロボットシステム内電装系のための分散協調型故障診断システム” 

- Best Poster Award, 2015 International Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science 
Shunsuke Hamasaki, Qi An, Wen Wen, Yusuke Tamura, Hiroshi Yamakawa, Atsushi Yamashita, Hajime Asama, Satoshi 
Shibuya and Yukari Ohki, “Evaluating Effect of Sense of Ownership and Sense of Agency on Body Representation 
Change of Human Upper Limb” 

- 平成25年度 中央大学学術研究奨励賞 
田村雄介  

- 2012年度日本機械学会奨励賞（研究）  
田村雄介, “人の動作からの意図推定とそれに基づいた支援システムの研究”  

- Outstanding Paper Award, 6th International Conference on Ubiquitous Robots and Ambient Intelligence 
(2009).  

Yusuke Tamura, Yu Murai, Hiroki Murakami, and Hajime Asama, “Identification of Types of Obstacles and Obstacle Map 
Building for Mobile Robots”  

- IEEE Robotics and Automation Society Japan Chapter Young Award, 2005 IEEE/RSJ International 
Conference on Intelligent Robots and Systems  

Yusuke Tamura, “Placement of Self-Moving Trays for the Deskwork Support System”  

- Best Paper Award, 13th IEEE International Workshop on Robot and Human Interactive Communication 
(2004).  

Yusuke Tamura, Masao Sugi, Jun Ota, and Tamio Arai, “Deskwork Support System Based on the Estimation of Human 
Intentions”  

筆頭著者の学生の受賞 

- Best Student Award 2nd Prize, ISORD-11 
Minato Kanda, “Demonstration of Gamma Source Finding in the Field based on Fusion Data between 4π Gamma 
Imaging and Simultaneous Localization and Mapping” , The 11th International Symposium on Radiation Safety and 
Detection Technology, 2023. 

- SICE International Young Authors Award for IROS 2020 
Yusheng Wang, “ACMarker: Acoustic Camera-based Fiducial Marker System in Underwater Environment” , IROS 2020 

- 計測自動制御学会システムインテグレーション部門 若手奨励賞 
呉家旭, “BiRNNを用いたアテンションモデルによる歩行者軌道予測”, 第24回ロボティクスシンポジア, 2019. 

- Best Student Paper Award, 2016 IEEE International Conference on Real-time Computing and Robotics 
Wenzheng Chi, “A Human-friendly Robot Navigation Algorithm using the Risk-RRT Approach”, RCAR 2016 

指導学生の受賞 

- 丹野壮一郎, 自動車技術会大学院研究奨励賞 (2024) 

- 川住歩弥, 自動車技術会大学院研究奨励賞 (2023) 

- 川住歩弥, 東北大学機械系 専攻長賞 (2023) 
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- 岡本章良, 自動車技術会大学院研究奨励賞 (2022) 

- 丹野壮一郎, 東北大学工学部長賞 (2022) 

- 川住歩弥, 日本機械学会畠山賞 (2021) 

外部研究費取得状況 
- 科研費・基盤研究(C)（課題番号: 23K11269）【研究代表者】「ユーザの意図推定に基づく運動主体感を考慮した
パーソナルモビリティの操作支援」（2023-2025) 

- 公益財団法人スズキ財団 課題提案型研究助成【研究代表者】「注意を考慮したリスクの高い歩行者の移動予測手
法の開発」（2022-2024） 

- 英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業 課題解決型廃炉研究プログラム【研究分担者】「連携計測に
よる線源探査ロボットシステムの開発研究」（2021-2023, 研究代表者：人見啓太朗） 

- 科研費・挑戦的研究（萌芽）（課題番号: 21K19839）【研究代表者】「隠匿された放射線源の迅速な探索」
（2021-2023） 

- 英知を結集した原子力科学技術・人材育成推進事業 研究人材育成型廃炉研究プログラム 【研究分担者】「燃料デ
ブリ取り出し時における炉内状況把握のための遠隔技術に関する研究人材育成」（2019-2023, 研究代表者：淺間
一） 

- 科研費・基盤研究(A)（課題番号: 19H00881）【研究分担者】「全方位3次元測距とガンマイメージングを融合し
た俯瞰画像下線源可視化・定量法の開発」（2019-2022, 研究代表者：島添健次） 

- 科研費・基盤研究(C)（課題番号: 18K11490）【研究代表者】「視覚的注意を考慮した歩行者モデルの構築」
（2018-2020） 

- 科研費・挑戦的萌芽研究（課題番号: 15K12654）【研究代表者】 「力計測に基づいた実走行中の自転車乗車姿勢
推定手法の開発」（2015-2017） 

- 公益財団法人精密測定技術振興財団 研究助成【研究代表者】 「自転車競技スキル向上のための情報提示に必要な
身体動作及び荷重バランス計測システムの開発」（2014） 

- 科研費・若手研究(B)（課題番号: 24700190）【研究代表者】 「ヒューマンロボットインタラクションのための
注意誘導のモデル化」（2012-2013） 

- 科研費・特別研究員奨励費（課題番号: 06J10474）【研究代表者】 「人間との相互適応に基づいた卓上作業支援
システム」（2006-2007） 

講演会等への貢献 
• 2024 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2024), Associate Editor 

• 2024 IEEE International Conference on Robotics and Automation (ICRA2024), Secretary 

• 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会2024, プログラム副委員長 

• 第29回ロボティクスシンポジア (2024), プログラム副委員長 

• 2024 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2024), Associate Editor 

• 2023 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2023), Associate Editor 

• 第41回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2023), 実行副委員長 

• 第41回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2023), 会場副委員長 

• 日本機械学会東北支部第58期総会・講演会（2023）, 実行委員 

• 2023 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2023), Associate Editor 

• 2022 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2022), Associate Editor 

• Augmented Humans 2022, Program Committee member 

• 2022 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2022), Associate Editor 

• 2021 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII2021), Associate Editor 

• 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会2020, プログラム副委員長 

• 第5回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス (NDEC-5, 2020), 実行委員 
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• 2020 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2020), Program Committee member 

• 第20回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI 2019), プログラム委員 

• 第37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ 2019), スポンサーシップ委員長 

• 第37回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ 2019), プログラム委員 

• 第4回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス (NDEC-4, 2019), 実行委員 

• 第24回ロボティクスシンポジア (2019), プログラム委員 

• 2019 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2019), Program Committee member 

• 第19回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI 2018), プログラム委員 

• 第3回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス (NDEC-3, 2018), 実行委員 

• 第23回ロボティクスシンポジア (2018), プログラム委員 

• 第18回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI 2017), プログラム委員 

• 2017 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2017), Program Committee member 

• 2017 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2017), Award Committee member 

• 2017 IEEE International Conference on Robotics and Biomimetics (ROBIO 2017), Program Committee member 

• 第35回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ2017), プログラム委員 

• 第22回ロボティクスシンポジア (2017), プログラム委員 

• 第2回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス (NDEC-2, 2017), 実行委員 

• 第17回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI 2016), プログラム委員 

• 2016 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2016), Program Committee member 

• 2016 IEEE International Conference on Robotics and Biomimetics (ROBIO 2016), Program Committee member 

• 第21回ロボティクスシンポジア (2016), プログラム委員 

• 第1回次世代イニシアティブ廃炉技術カンファレンス (NDEC-1, 2016), 実行委員 

• The 6th International Conference on Advanced Mechatronics (ICAM 2015), Publication Chair 

• 2015 IEEE International Conference on Robotics and Biomimetics (ROBIO 2015), Program Committee member 

• 第33回日本ロボット学会学術講演会 (RSJ 2015), プログラム委員 

• 2015 IEEE International Symposium on Robot and Human Interactive Communication (RO-MAN 2015), 
Technical Program Committee member 

• 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2015, プログラム委員 

• 第20回ロボティクスシンポジア (2015), プログラム委員 

• 第15回計測自動制御学会システムインテグレーション部門講演会 (SI 2014), 実行委員会幹事 

• 2014 IEEE/SICE International Symposium on System Integration (SII 2014), Program Committee member 

• 第19回ロボティクスシンポジア (2014), プログラム副委員長 

• 2013 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2013), Publication Co-
Chair 

• 2013 IEEE International Workshop on Advanced Robotics and its Social Impacts (ARSO 2013), PaperPlaza 
Chair 

• 2013 IEEE International Workshop on Advanced Robotics and its Social Impacts (ARSO 2013), Program 
Committee member 

• 第31回 日本ロボット学会学術講演会 (RSJ 2013), プログラム委員 

• 日本機械学会ロボティクス・メカトロニクス講演会 2013, プログラム委員 

• 2010 IEEE/RSJ International Conference on Intelligent Robots and Systems (IROS 2010), Webmaster 

• 2009 IEEE International Workshop on Advanced Robotics and its Social Impacts (ARSO 2009), Secretariat 

所属学会 
- The Institute of Electrical and Electronics Engineers (IEEE), Member 

 • Robotics and Automation Society 
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- 日本ロボット学会, 正会員 

 • 理事（2023.03〜） 

 • 会誌編集委員会 委員長（2024.03〜） 

 • 学会誌論文賞選考小委員会 幹事（2024.03〜） 

 • 会誌編集委員会 副委員長（2023.03〜2024.02） 

 • 論文査読小委員会 副委員長（要素分野担当）（2023.03〜2024.02） 

 • 学会誌論文賞選考小委員会 副幹事（2023.03〜2024.02） 

 • 表彰委員会 委員（2023.03〜） 

 • 外部表彰選考小委員会 委員（2023.03〜） 

 • 廃炉に向けたロボットの調査研究と社会貢献に関する研究会 委員 (2019.06〜) 

 • 実用化技術賞選考小委員会 委員（2019.04〜2021.03） 

 • Advanced Robotics Best Paper Award選考小委員会 委員 (2018.04〜2020.03) 

 • 代議員 (2017.03〜2021.02)  

 • 論文査読小委員会 委員 (2015.04〜2017.03)  

- 日本機械学会, 正員 

 • ロボティクス・メカトロニクス部門 運営委員（2022.04〜） 

 • 学術誌編修部会 委員 (2018.04〜2020.03) 

 • ロボティクス・メカトロニクス部門 出版委員会 委員 (2013.04〜2023.03, 2013.04〜2014.03 幹事)  

公的な委員会等 
- 産業競争力懇談会（COCN）「人共存ロボティクス普及基盤形成」, プロジェクトメンバー, 2019 
- 技術研究組合国際廃炉研究開発機構, 共通基盤技術レビューワーキングメンバー, 2017 
- 日本ロボット工業会, サービスロボット普及に向けた社会環境整備に関わる調査実行委員会, 幹事, 2008 

教育歴 
- アドバンスドロボティクス（英語講義）, 東北大学大学院工学研究科ロボティクス専攻, 2022- 

- システム制御工学II（英語講義）, 東北大学大学院工学研究科ロボティクス専攻, 2021- 

- Design and Drawing I (英語講義), 東北大学工学部機械知能・航空工学科（IMAC-U）, 2021- 

- 創造工学研修, 東北大学工学部, 2021- 

- 物理学A, 東北大学（全学教育）, 2020- 

- ロボティクス特論（英語講義, 1コマ）, 東北大学大学院工学研究科ロボティクス専攻博士後期課程, 2020- 

 TESP Robotics, Lecturer, 2023-（上記「ロボティクス特論」と合同） 

- 機械知能・航空研修I, 東北大学工学部機械知能・航空工学科, 2020-2021 

- 機械知能・航空研修II, 東北大学工学部機械知能・航空工学科, 2020-2021 

- プログラミング基礎I, 東京大学工学部精密工学科, 2015-2019 

- プログラミング基礎II, 東京大学工学部精密工学科, 2015-2019 

- 廃止措置特論E（英語講義, 1コマ）, 東京大学大学院工学系研究科原子力国際専攻/精密工学専攻, 2016-2019 

- OECD NEA NEST/CLADS Project, Lecturer, 2018-2019. 

- 「原子力人材育成事業」遠隔TV講義, 国立高等専門学校機構, 2018-2019 

- 福島学（1コマ）, 東京大学大学院工学系研究科原子力専攻（専門職大学院）, 2016 

- 機械工学特別講義II（1コマ）, 大阪大学大学院工学研究科機械工学専攻, 2016 

- ロボット工学, 東京都市大学工学部機械工学科, 2014 

- 精密機械工学実験, 中央大学理工学部精密機械工学科, 2012-2014 

- 精密機械工学概論（1コマ）, 中央大学理工学部精密機械工学科, 2012-2014 


